蔵書印から「外地」での書物の集積とその遺蔵に想いをはせる        

  歴史のなか幾星霜を越えて遺されてきた書物は、それぞれなりにかけがえのない履歴を持ち、それなりに時代の刻印を帯びて現在まで生き長らえ存在している。そのうち多くは、平穏に「名前」を戴いて、図書館や機関、諸個人の書架にその「居場所」を見つけて保存される。しかしながら、いまだその「居場所」を見つけがたく、また不本意に名づけられたまま、その場を占めている書物も数多く存在する。

  戦前期中国や満洲の日本機関･図書館にて収集され集積されて戦後中国に「遺された」書物群もそのひとつであろう。それら書物群は、あるときは愛国的書物、報国の役目を果した文献などと語られ、またあるときは文化侵略の具と名指されたり、戦争を闘いきって任務を全うして終えた無名戦士ならぬ「無名資料」となったりする。

  実のところ、書物にとっての名前とは、これら総称や略称、綽名のたぐいなどではなく、それがどこでどのように収集されどのように読まれ調べられてきたか、といった具体的現実的なもののはずである。わたしは、こうした、無名のまた総称としてしか呼ばれていない「外地」に遺された書物について、わかることならその来歴を示し、名づけ返したいと、ずっと気にかけてきた。それが結果として、たとえ汚れた名前と来歴を負ったものであるとされたとしても、それはそれで本望ではないか、と思ってきた。そしてある夏の古書展で見つけた書物と出会ってその想いを一層強くしたのであった。

                 ＊     ＊      ＊      ＊     ＊      ＊

  その年の下鴨神社糺の森「納涼古本まつり」は雨にたたられて散々であったが、雨のあがった三日目に目録を手にして出かけてみた。目録掲載の津田書店に満洲関係の資料がでていたので、残っていればとおもって2，3チェックしていた書物のところに向かった。案の定それらはすでに売れてしまっていたが、まだ棚に残っていたいくつかの書物を見ることにした。目録には、「印あり」とあったので、日本のどこかの機関所蔵の払い出し資料かとおもって、丁寧に包んであるビニールを開いてみたのだが、その表題紙などを見て驚いた。そこには中国人民大学図書館の蔵書印が押してあり、それ以前の旧蔵機関は様々ではあったがいくつかの機関の蔵書印も押印されていたのであった。つまりこれらの「印あり」の図書は、戦前期「外地」の諸機関が所蔵していたものを、戦後中国側に接収され、さらにその後、所蔵を変転させてきたものであった。

  ここではそのなかの一冊を取り上げてその所蔵の変転を追ってみる。例えば、大連商工会議所が昭和7年8月に発行した『昭和6年度事務報告書』。その目次のところに押されている蔵書印は５つあった（図版1）。① 長春図書館、社章、仮受、登録番号3146および受入日である7．9．10。② 吉林省立長春図書館、登記號碼39146、民国36．8．25。③ （不明確で読めないが他の書物の印から）東北財政経済委員会調査統計處図書之印。④ 中国人民大学図書館蔵書。⑤ 南満洲鉄道株式会社図書印。それに、京のマークの三段赤ラベルにM－906－1、青ラベルに180-2―6が添付されている。

  これら蔵書印からこの書物の流れをうかがうと次のようになろうか。まず、この本は、南満洲鉄道株式会社の沿線図書館であった長春図書館が昭和７年９月１０日に受け入れた。仮受とあるのはとりあえず出先の沿線図書館で受入れたということであろう。なおこの図書館は11月に満洲国の国都新京の名を冠して新京図書館と改称される予定となっていた。なお登録番号の上のマークは南満洲鉄道株式会社の社章である。

  昭和12年12月には新京図書館含め多くの満鉄図書館が満洲国へと移譲されたのでこの書物も満洲国新京図書館の蔵本として書架に並び利用された。そして日本国の敗戦となり民国36年つまり1947年8月25日に、吉林省立長春図書館の蔵書となっている。なお、他のいくつかの書物には、戦後すぐに国民政府が東北行営政務委員会､経済委員会を長春に設立して接収した東北行営経済委員会資料室などの蔵印があるので、これ以前にかなりの書物が東北行営（のち東北行轅）に接収された経緯があったと想像される。

  さてこの書物は今度は、48年9月に長春を解放した人民解放軍の管理のもと、哈爾浜から瀋陽に移転した東北財政経済委員会の接収となり、そこで留用されていた日本人らによって建国の資料作成に役立てられることになる。そしてその後この書物を含めこれら図書群は、遼寧省図書館に所蔵されるのだが、このうち複本の何冊かが北京図書館･中国科学院図書館･東北人民大学図書館など数館に寄贈されることになった。この中国人民大学図書館もその数館のひとつであったわけでる。

·                     ＊                      ＊

  今回の下鴨神社糺の森「納涼古本まつり」に出てきた満鉄関連の書物はこうした歴史的経緯で出現した書物であったのである。このように満洲の地で収集され集積されて遺されてきた書物が、戦争および戦後の激動のなかで、数奇な運命をたどり、その「居場所」を見つけがたく、中国の大学図書館の書架からもまた追われるようにして日本の地に戻り、下鴨神社糺の森に姿を現した。それらの書物にとってそれが本来の落ち着き場所であるかどうかは私にはまだわからないのであるが、ともあれこれらの書物は、表題紙に押印された蔵書印を身に纏い旧蔵を刻印されたまま日本の読書人の手に渡り散っていったのであった。

